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４
年
に
一
度
の
公
開

一
般
社
団
法
人
企
業
に
モ
テ
る
仕
事
人
育
成
協
会

澤
田 

平
さ
　
　
ん （
な
ん
で
も

鑑 

定 

団

） が

実
物
を
見
せ
な
が
ら
講
演

真
田
幸
村
が
使
っ
て
い
た
鉄
砲
の

威
力
を
説
明
す
る
澤
田
平
さ
ん

代表理事

笠本 義嗣氏

大阪府民カレッジ 東大阪校 講座

テクノメッセ
東大阪2016第29回 東大阪産業展江

戸
の
科
学

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
雛
人
形
が
目
を
引
く
株
式
会
社
松
よ
し
人
形
の
ブ
ー
ス

人
気
の
ケ
ー
ス
・
保
護
フ
ィ
ル
ム
を
紹
介
す
る
株
式
会
社
サ
ン
ク
レ
ス
ト
の
ブ
ー
ス

　

世
の
中
に
は
３
つ
の
坂
が
あ
る
。
上

り
坂
と
下
り
坂
と
「
ま
さ
か
」
と
い
う

坂
だ
。
今
年
の
２
大
「
ま
さ
か
」
の

１
つ
が
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
。
も
う

１
つ
が
逆
転
勝
利
を
お
さ
め
た
米

国
次
期
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
。

小
欄
８
月
15
日
号
で
自
爆
テ
ロ
か
ら
味
方

を
守
り
戦
死
し
た
英
雄
の
米
兵
遺
族
を
中
傷
し
た

の
は
致
命
傷
だ
と
、「
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
ト

ラ
ン
プ
氏
を
断
じ
、

「
次
は
ヒ
ラ
リ
ー
」

と
書
い
た
が
外
れ
反

省
し
た
。

　

共
和
党
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
宣
言
演
説
は
、
勝

つ
た
め
の
選
挙
用
発
言
か
ら
大
統
領
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
立
ち
居

振
る
舞
い
か
ら
君
子
豹
変
を
感
じ
る
が
、
ど
う
な

る
だ
ろ
う
か
。

　

幕
末
の
大
儒
学
者
・
佐
藤
一
斎
の
「
重
職
心
得

箇
条
」
を
思
い
出
し
た
。「
重
職
と
申
す
は
、
家

国
の
大
事
を
取
計
べ
き
職
に
し
て
、
此
の
重
之
字

を
取
失
ひ
、
軽
々
し
き
は
、
あ
し
く
候
。
先
ず
挙

動
言
語
よ
り
厚
重
い
た
し
、
威
厳
を
養
ふ
べ
し
」

の
一
文
を
か
み
し
め
た
い
。

　

安
倍
首
相
は
ペ
ル
ー
で
開
か
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
出

席
の
途
中
、
世
界
に
先
が
け
て
ト
ラ
ン
プ
氏
の
自

宅
で
会
談
し
た
。
会
談
は
予
定
時
間
の
倍
の
90
分

に
及
ん
だ
。
さ
ぞ
ウ
マ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
安

倍
首
相
は
記
者
会
見
で
「
信
頼
関
係
構
築
に
確
信

が
持
て
た
」
と
言
い
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
フ
ェ
ス
ブ

ッ
ク
で
「
素
晴
ら
し
い
友
好
関
係
が
始
め
ら
れ
嬉

し
い
」
と
応
じ
た
。

双
方
の
初
対
面
の
印

象
は
信
頼
感
を
築
き

合
う
も
の
で
好
感
が
持
て
る
。
し
か
し
、
相
手
は

剛
腕
実
業
家
だ
け
に
こ
れ
か
ら
の
対
応
は
シ
ビ
ア

な
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　

日
本
の
高
度
成
長
時
代
の
１
９
８
０
年
代
、
強

い
ア
メ
リ
カ
を
標
榜
し
た
レ
ー
ガ
ン
時
代
を
知
る

ト
ラ
ン
プ
氏
は
そ
の
再
現
者
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

次
の
山
場
は
12
月
15
日
の
安
倍
・
プ
ー
チ
ン
首

脳
会
談
だ
。
期
待
を
裏
切
ら
な
い
、
実
り
の
あ
る

思
い
も
し
な
か
っ
た
内
容
を
期
待
し
た
い
。
今
年

３
つ
目
の
「
ま
さ
か
」
が
気
に
な
る
。

「
ま
さ
か
」 と
い
う
坂 

晴耕雨読

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。
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世界遺産登録　紀伊山地の霊場と参詣道
吉野大峯奥馳道・吉野山

きす屋への道しるべ

〒639―3115　奈良県吉野郡吉野山403　（銅の鳥居前）
かね

ステーキハウス大西
日本料理・鍋   
洋食

旅
館

TEL 0746 ― 32 ― 8100　FAX 0746 ― 32 ― 8111　http://www.kisuya.jp

時
代
の
息
吹
感
じ
る

樟
徳
館

国
の
登
録
有
形
文
化
財

11
月
９
日・10
日 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

マ
ツ
モ
ラ
産
業
株
式
会
社
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緊
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　第29回東大阪産業展・テクノメッセ
東大阪 2016が11月9日と10日にマイ
ドームおおさか（大阪市中央区本町橋
２）で開かれた。生産財系52社、消費
財系26社、ビジネスサポーター系15社
など100ブース以上出展があった。主
催は東大阪商工会議所（嶋田亘会頭）。

　

初
日
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
は
開
会
式
が
開

か
れ
、
宗
清
皇
一
衆
議

院
議
員
、
野
田
義
和
東

大
阪
市
長
、
川
光
英
士

東
大
阪
市
議
会
議
長
、

花
内
美
佐
子
近
畿
経
済

産
業
局
産
業
部
長
ら
が

参
加
し
、
祝
辞
を
そ
れ
ぞ

れ
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
予
定
通
り

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、会
場
の
扉
が
開
い
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
魅

せ
ま
す
！　

稼
ぐ
技
」。

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ケ
ー
ス
や
保
護

フ
ィ
ル
ム
で
ユ
ニ
ー
ク
な

商
品
を
生
み
続
け
る
株
式

会
社
サ
ン
ク
レ
ス
ト
（
植

田
実
社
長
）、
ス
ワ
ロ
フ

ス
キ
ー
を
使
っ
た
雛
人
形

な
ど
を
作
る
株
式
会
社
松

よ
し
人
形
（
小
出
康
雄
社

長
）
な
ど
、
東
大
阪
な
ら

で
は
の
注
目
の
会
社
が
ず

ら
り
ブ
ー
ス
を
出
し
て
い

た
。

　

大
阪
府
民
カ
レ
ッ
ジ
・
東

大
阪
校
の
講
座
が
11
月
８
日

に
ハ
リ
ー
え
い
わ
（
東
大
阪

市
永
和
２
）
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
日
の
午
前
の
部
は
、

「
江
戸
の
科
学
」
と
題
し
て
、

テ
レ
ビ
大
阪
「
な
ん
で
も
鑑

定
団
」
で
お
な
じ
み
の
真
田

幸
村
公
資
料
館
館
長
、
澤
田

平
さ
ん
（
81
）
が
講
演
。
日

本
に
伝
わ
っ
た
鉄
砲
、
時
計
、

望
遠
鏡
と
い
う
当
時
の
ハ
イ

テ
ク
機
器
を
紹
介
し
な
が
ら
、

江
戸
の
科
学
に
つ
い
て
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
話
し
た
。

　

死
者
を
蘇
ら
せ
た
エ
レ
キ

テ
ル
の
体
験
を
し
た
り
、
真

田
幸
村
が
使
っ
て
い
た
鉄
砲

を
見
せ
る
な
ど
し
、
講
演
は

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
、
35

人
の
参
加
者
は
身
を
乗
り
出

し
て
聞
い
て
い
た
。

　

お
も
し
ろ
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
協
会
が
生
ま
れ
た
。
一
般
社
団
法
人
企
業
に

モ
テ
る
仕
事
人
育
成
協
会
（
笠
本
義
嗣
代
表
理
事
、
大
阪
市
北
区
中
津
１
―

２
―
18
）
と
い
う
名
の
組
織
だ
。
女
性
の
働
き
方
や
長
時
間
労
働
、
職
場
で

の
不
満
、悩
み
、起
業
な
ど
に
特
化
し
た
内
容
を
扱
う
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
働

く
人
の
不
満
を
解
消
し
、
働
く
こ
と
を
楽
し
み
、
楽
に
な
る
、
面
白
く
な
る
」

（
楽
働
）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
経
営
意
識
（
マ
イ
ン
ド
）
と
経
営
知
識

を
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
（
90
分
）
で
考
え
学
び
知
恵
を
生
み
出
す
と

い
う
も
の
。
デ
キ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
な
く
、
主
体
性
を
持
ち
会
社
や
組

織
、
地
域
な
ど
に
貢
献
し
、
活
躍
で
き
る
人
＝
「
企
業
に
モ
テ
る
仕
事
人
」

を
育
成
し
た
い
と
笠
本
代
表
理
事
は
設
立
の
意
図
を
語
っ
た
。

を
対
象
に
し
た

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
と
社
員

研
修
を
通
じ

て
、
優
秀
な
組

織
運
営
管
理
者

で
は
な
く
「
事

業
を
経
営
で
き

る
」
経
営
者
の

　

笠
本
代
表
理
事
は
１
９

７
７
年
に
フ
ァ
ー
ジ
―
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
創
研
株
式
会

社
を
設
立
、
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
独
自
の

「
経
営
者
マ
イ
ン
ド
」
ノ

ウ
ハ
ウ
を
開
発
し
た
。

　

一
般
企
業
と
私
立
学
校

育
成
こ
そ
急
務
だ
と
強
調

す
る
。
講
師
陣
に
は
百
戦

錬
磨
の
実
務
経
験
豊
か
な

元
企
業
役
員
な
ど
で
対
応

し
、
基
本
的
に
は
会
員
方

式
で
運
営
す
る
が
、
広
く

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

公
開
講
座
も
行
う
。

　

特
に
「
働
く
女
性
」
に

優
し
い
。
女
性
は
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
の
変
化
な
ど
か

ら
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
悩

む
こ
と
や
不
安
も
多
い
。

現
実
の
職
場
で
は
悩
み
を

解
決
す
る
場
や
相
談
で
き

る
人
も
い
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。
そ
の
よ
う
な
女
性

に
学
び
な
が
ら
常
任
講
師

他
が
「
メ
ン
タ
ー
」
と
し

て
対
応
す
る
の
が
協
会
の

ウ
リ
に
な
っ
て
い
る
。

　

起
業
を
考
え
る
人
た
ち

に
も
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

や
経
営
に
必
要
な
知
識
・

ス
キ
ル
の
習
得
が
で
き

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
に
つ
い
て
は
多
様
な
顧

客
を
有
す
る
当
協
会
の
強

み
で
あ
り
、
新
規
事
業
の

ネ
タ
を
提
供
す
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割

を
も
つ
。
ま
た
、
個
人
だ

け
で
な
く
企
業
内
教
育
も

個
別
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

対
応
で
き
る
。

　
「
仕
事
が
で
き
る
人
」（
事

業
経
営
者
）
の
育
成
と
「
仕

事
を
仕
掛
け
て
い
く
人
」

（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
）
を

育
成
す
る
道
場
で
あ
り
塾

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の

あ
た
り
が
少
し
今
ま
で
と

一
味
違
う
人
材
育
成
場
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

一
味
違
う 

女
性
向
け
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
働
く
こ
と
を
楽
し
み
、 楽
に
す
る
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ

が
来
た
」
な
ど
の
撮

影
に
使
わ
れ
た
国
の

登
録
有
形
文
化
財

「
樟
徳
館
」（
東
大
阪

市
菱
屋
西
）
が
11
月

12
日
と
13
日
に
公
開

さ
れ
た
。
４
年
に
一

度
の
無
料
公
開
と
い

う
こ
と
で
、
近
隣
だ

け
で
な
く
遠
く
か
ら

訪
れ
る
人
も
多
か
っ

た
。

　

帝
国
キ
ネ
マ
長
瀬

撮
影
所
（
昭
和
５
年

に
焼
失
）の
跡
地
に
、

学
校
法
人
樟
蔭
学
園

の
創
設
者
、
森
平
三

氏
が
自
宅
と
し
て
昭

和
14
年
に
建
て
た
も

の
。
昭
和
35
年
、
同

学
園
に
寄
贈
さ
れ

た
。

 

応
接
間
の
天
井
に

は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を

付
け
ず
、
ク
ス
ノ
キ

の
一
枚
板
。
間
接
照

明
を
使
う
な
ど
、
当

時
の
最
新
設
備
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て

い
る
。

　

和
洋
折
衷
の
同
館

に
入
る
と
、
時
代
の

息
吹
を
感
じ
る
。

　
「
４
年
先
の
公
開

も
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。

一般社団法人 企業にモテる仕事人育成協会
大阪市北区中津1―2―18 ミノヤビル5階
　　　　ファジー・マネジメント総研㈱内
T E L：06-6136-8027
FAX：06-6371-3315
Mail：moterushigotonin@moterushigotonin.jp

和やかな雰囲気のなかで
行われたテープカット

一般社団法人  企業にモテる仕事人育成協会
新規開講記念講座

「貴女は企業にモテていますか ?!」
日時：2017年１月 21日（土）
       ①１３：００～１４：３０
       ②１６：００～１７：３０
場所：大阪市北区中津 1－2－18
　      ミノヤビル５階 
         ファジー・マネジメント創研㈱
         地下鉄中津駅下車⑤番出口すぐ
受講料： ２,０００円

講 座
「企業にモテる仕事人育成」の意味と狙い
「何をどうすれば会社の仕事は楽になるか」
「貴女は会社でモテていますか」
「モテル仕事人協会のカリキュラム」
　　　　　　 講師  笠本義嗣代表理事 他

TEL 06-6136-8027　  FAX 06-6371-3315
E-mail : moterushigotonin@moterushigotonin.jp

お問い合わせ
・お申し込み

大阪府職業能力開発
異業種交流シンポジウム

― 開催のご案内 ―

基
礎
技
能
か
ら
暗
黙
知 （
勘
・
コ
ツ
） を
次
世
代
へ

日　時　平成28年12月６日（火）　13時から
　　　　13時00分～14時30分	基調講演
　　　　14時40分～17時00分	パネルディスカッション
場　所　大阪科学技術センター（大阪市西区靱本町１丁

目８番４号）
主　催　大阪府職業能力開発協会
協　力　一般財団法人澁谷ものづくり人材研究所
後　援　大阪府
内　容
○基調講演　三井逸友氏（嘉悦大学大学院ビジネス創造

研究科研究科長）
○パネルディスカッション
　　　　（コーディネーター）
　　　　　石田光男氏（同志社大学社会学部教授）
　　　　（パネリスト）
　　　　　児玉義弘氏（株式会社コダマ専務取締役）
　　　　　松本裕介氏（株式会社三星総務部課長）
　　　　（コメンテーター）
　　　　　三井逸友氏（嘉悦大学大学院ビジネス創造研

究科研究科長）
問い合わせ　大阪府職業能力開発協会（☎06-6534-7510）

ＮＨＫ
朝ドラ　「あさが来た」 の撮影にも

中庭から見た樟徳館

東大阪ならではの
ユニークな企業
勢ぞろい！



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年１２月１日（木）

黒
字
化
を
達
成
。
現
在
の

大
阪
府
の
預
金
高
は
１
６

０
０
億
円
で
あ
り
、
更
に

効
率
化
を
進
め
る
。
過
日

の
衆
議
院
選
挙
で
も
大
き

な
成
果
を
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
現
在
、
衆
議

院
議
席
数
は
15
人
・
参
議
院

議
席
数
は
12
人
だ
が
、
今

後
と
も
議
席
数
の
積
み
増

し
に
努
力
す
る
。
大
き
な

計
画
と
し
て
２
０
２
５
年

に
大
阪
万
博
を
開

催
予
定
、
安
倍
内

閣
か
ら
も
応
援
を

い
た
だ
い
て
お
り

成
功
さ
せ
た
い
。

２
０
５
０
年
に
は

リ
ニ
ア
新
幹
線
が

大
阪
ま
で
延
伸
さ

れ
る
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
都
市
・
大
阪

を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
た
い
」。

　

松
井
知
事
の
熱
弁
に
、

満
員
の
会
場
は
割
れ
ん
ば

か
り
の
大
き
な
拍
手
・
掛

け
声
で
声
援
を
送
っ
た
。

　

続
い
て
懇
親
会
に
移

り
、
松
井
知
事
は
会
場
を

回
り
千
人
超
の
後
援
者
の

一
人
ひ
と
り
と
親
し
く
歓

談
し
、
気
軽
に
写
真
撮
影

に
応
じ
て
い
た
。

　

懇
親
会
が
盛
り
上
が
る

な
か
、恒
例
の
一
本
締
め
で

賑
や
か
な
総
会
の
お
開
き

と
な
っ
た
。（
小
川
秀
人
）

が
る
階
段
は
舞
台
を
終
え

た
子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
姿

を
撮
影
を
す
る
家

族
で
あ
ふ
れ
て
い

た
。
子
ど
も
た
ち

と
カ
メ
ラ
に
収

ま
っ
た
「
Ｆ
・
Ｄ
・

Ｓ
〝
Ｐ
Ｏ
Ｎ
―
Ｐ

Ｏ
Ｎ
〟
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
」
の
ス
タ
ジ

オ
を
運
営
す
る
指

導
者
・
桑
田
令
子

さ
ん
は
「
多
く
の

方
に
来
て
も
ら
っ

て
、
今
日
の
天
気

の
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
は
気
持
ち
よ

く
上
手
に
踊
っ
て

く
れ
た
」
と
満
面

の
笑
み
で
語
っ

た
。�（
石
河
亮
平
）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

4,104

2016（平成28）年12月３日（土）
15：00開演（14：15開場）

大阪フィルハーモニー交響楽団八尾演奏会

☆出 演☆　　　　　　
指　揮：井上道義（大阪フィル首席指揮者）
独　奏：三浦文彰（NHK大河ドラマ「真田丸」メインテーマ・ソロヴァイオリニスト）
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団
☆プログラム☆　
ベートーヴェン：序曲「コリオラン」
サン＝サーンス：ヴァイオリン協奏曲 第 3番
ベートーヴェン：交響曲 第 7番
☆チケット（全席指定・税込）☆　　　
SS席　一般6,000円　完売しました　　S席　  一般 4,500円／割引3,600円
A席　  一般 3,000円／割引2,400円　B席　  一般 2,000円
…当日は各500円増。S席割引・A席割引は25歳以下、65歳以上、障がいのある方とその介添の
方（1名様まで）が対象。
【若者を応援！】
フレッシュシート＋1,000円＜大学生以上、25歳以下＞　フレッシュシート500円　＜小、中、高校生＞
…当日増なし、A席一部
【後半（交響曲第7番）のみ聴ける！】
ハーフチケット　S席　3,000円／A席　2,000円
…開演後～休憩終了時まで発売・休憩まで入場不可・他券種との振替不可
※B席、S席・A席割引、フレッシュシート、フレッシュシート+、ハーフチケットは、プリズムホール
のみ取扱。
※各種割引チケットをご購入の際にはそれぞれを確認できる証明書（学生証・健康保険証など）をご
提示ください。
※SS席・B席は友の会割引を含め割引価格なし。
※就学前のお子さまのご入場はご遠慮ください。

マエストロ・井上道義によるプレトーク開催 !!
楽しい仕事が見つかります !

未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

11月 12日
八尾市文化会館プリズムホール

キッズダンスの指導者（左・桑田令子さん） 松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
後
援
会

 

総
会
を
開
催

大阪の未来を語る松井一郎知事

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で

盛
大
に
挙
行

16日  倫理研究所法人アドバイザー　津々木昭子氏「今を大切に生きる」
113日  八尾市倫理法人会副会長　高木愛氏「倫理指導を受けて２年～倦まず弛まず～」
20日  大阪みなと倫理法人会会員　佐治瑞枝氏「『顔が変われば人生が変わる』～メイクの仕事で気づいた使命～」
27日  大阪府倫理法人会監査　黄麗氏「来年の運気を上げる実践」

112日  東大阪市倫理法人会幹事　下正晴氏「お掃除を10年続けてきて、今伝えられること」
29日  東大阪市倫理法人会幹事　田口道子氏「ありがとう」
16日  大阪府倫理法人会朝礼委員長　辻尾友弘氏「活力朝礼と職場の教養～最高の笑顔になるために～」

15日  倫理研究所法人レクチャラー　藤川直紀氏「信じる」
18日  倫理研究所名誉研究員　宇都進一郎氏「本物の経営」
11日  倫理研究所法人レクチャラー　河越邦夫氏「事業承継」

22日  大阪府倫理法人会大阪東部地区副地区長　尾花英隆氏「黒子に徹して生き（粋）る」
29日  大阪府倫理法人会副会長　上西知氏「純粋倫理は人生の宝石箱（その２）～存在の原理～」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―582012月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-883-115612月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―883812月の予定

グローバル都市・大阪目指す

舞
台
狭
し
と

飛
び
、は
ね
、舞
う 

キ
ッ
ズ
た
ち

　

朝
か
ら
気
持
ち
の
良
い

青
空
が
広
が
り
、
八
尾
天

満
宮
は
七
五
三
詣
で
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
11
月
12
日
。
八
尾

市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
尾

市
光
町
２
）
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
は
出
番
を
待
つ
グ

ル
ー
プ
と
演
技
を
終
え
た

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
家

族
・
友
人
の
に
ぎ
や
か
な

声
で
満
ち
て
い
た
。

　
「
第
63
回
八
尾
市
文
化

芸
術
芸
能
祭
２
０
１
６
」

の
最
終
日
前
日
に
行
わ
れ

た
「
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
土
曜
大
ホ
ー
ル
」
は
詩

吟
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、銭
太
鼓
、

合
唱
な
ど
全
30
景
で
構
成
。

そ
の
う
ち
ダ
ン
ス
が
８
割
。

特
に
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の

演
技
で
は
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ

の
リ
ズ
ム
に
乗
り
、
ビ
ー

ム
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
、
舞

台
狭
し
と
元
気
よ
く
跳
ね
、

飛
び
ま
わ
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
会
場
を
埋
め
た
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
た
。

　

ロ
ビ
ー
か
ら
２
階
へ
上

　

10
月
13
日
、
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪（
大
阪

市
中
央
区
城
見
２
）に
て
日

本
維
新
の
会
代
表
・
松
井
一

郎
大
阪
府
知
事
の
後
援
会

総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
が

賑
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
、
会
場
に
詰
め
掛

け
た
後
援
会
の
会
員
は
千

人
を
超
え
て
お
り
、
大
宴

会
場
は
開
会
を
前
に
し
て

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

今
川
和
明
後
援
会
長
の
挨

拶
に
続
い
て
松
井
知
事
が

登
壇
、「
日
本
維
新
の
会
」

の
躍
進
の
状
況
・
今
後
の
目

標
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

　

松
井
知
事
の
発
言
の
主

旨
は
「
13
年
前
に
大
阪
再

生
を
合
言
葉
に
、
維
新
の

会
を
発
足
。
橋
本
・
松
井
の

タ
ッ
グ
で
突
き
進
ん
で
き

た
。
徹
底
し
た
ス
リ
ム
化
・

ム
ダ
の
排
除
で
９
年
間
の

　

ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
フ
ス
ク
大
学
で
の
講
義
を
終

え
て
、近
く
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。

タ
ラ
ス
教
授
、
ビ
ク
ト
ル
さ
ん
、
そ
し
て
４
年
生

の
マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
と
テ
ラ
ス
席
に
着
い
た
。
ビ
ク

ト
ル
さ
ん
が
お
す
す
め
料
理
を
選
ん
で
く
れ
た
。

こ
こ
は
ビ
ク
ト
ル
さ
ん
一
押
し
の
店
だ
。

　

ま
ず
は
ク
ワ
ス
で
乾
杯
。
一
口
飲
ん
で
、
目
が

ぱ
っ
ち
り
開
い
た
。
濃
く
て
喉
に
刺
さ
る
。
し
か

し
、
喉
か
ら
胃
袋
に
入
る
こ
ろ
に
は
口
の
中
に
何

と
も
言
え
な
い
香
ば
し
い
味
が
広
が
る
。

　

も
う
一
口
飲
む
。
さ
ら
に
口
の
中
に
ク
ワ
ス
の

香
り
が
渦
巻
く
。
も
う
一
口
、
も
う
一
口
。
癖
に

な
る
。
気
付
く
と
、
頬
が
火
照
っ
て
い
る
。
度
数

が
高
い
ク
ワ
ス
は
初
め
て
だ
。
ク
ワ
ス
は
甘
酸
っ

ぱ
い
炭
酸
飲
料
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
だ
。
日
本
の
麦
茶
の
よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

飲
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
ク
ワ
ス
を
飲
ん
で
き
た
が
、
初
体
験
の
ク
ワ
ス

だ
。
ボ
ル
シ
チ
、
メ
ー
ン
の
鶏
料
理
す
べ
て
が
濃

い
味
付
け
だ
。
濃
い
味
の
好
き
な
私
に
と
っ
て
堪

ら
な
い
。
頬
張
り
な
が
ら

親
指
を
立
て
て
ビ
ク
ト
ル

さ
ん
に
「
お
い
し
い
」
合

図
を
送
る
。タ
ラ
ス
教
授
、

マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
も
目
を
丸

く
し
な
が
ら
頬
張
っ
て
い

る
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
近
い
西

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
濃
い
ウ

ク
ラ
イ
ナ
料
理
を
食
べ
た

が
、
そ
れ
以
来
だ
。
食
後

チ
ャ
イ
を
飲
み
な
が
ら
、

マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
が
愛
嬌
の

あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
日
本
語
で
呟
く
よ
う
に
言
う
。

　
「
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
は
ボ
ブ
デ
ュ
ラ
ン
に
決
ま

り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
ト
ラ
ン
プ
に
決
ま
っ
た

わ
。
世
界
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
」

　

タ
ラ
ス
教
授
が
教
室
で
教
え
る
よ
う
に
語
る
。

　
「
ボ
ブ
デ
ュ
ラ
ン
は
毎
年
の
よ
う
に
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
が

大
統
領
に
な
る
と
い
う
の
は
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア

監
督
が
ず
っ
と
力
説
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
人

が
鼻
で
笑
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
」

　

ビ
ク
ト
ル
さ
ん
が
続
い
た
。

　
「
マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
の
心
配
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

ボ
ブ
デ
ュ
ラ
ン
は
い
い
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
が
ア

メ
リ
カ
大
統
領
な
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
見
捨
て

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

タ
ラ
ス
教
授
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

　
「
見
捨
て
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ロ
シ
ア
に
売
ら

れ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
」

　

マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
は
沈
ん
だ
顔
に
な
り
、
瞳
を
潤

ま
せ
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
68

トランプはウクライナを売るか

秋
の
叙
勲
・
褒
章

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ギ
タ
ー
と

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
共
演

八尾市文化新人賞 筒井裕之さ　
　ん

金沢ジャズコンペ
ティション優勝　 柳原由佳さ　

　ん

開催日時　12月16日（金）～18日（日）
　午前10時～午後６時（但し、18日は午後４時まで）

場　　所　八尾市文化会館プリズムホール３Ｆ展示室
　八尾市光町２丁目40番地
　TEL072-924-5111　FAX072-924-5010

種　　別　洋画・日本画（10号以下厳守）・写真（半切以下）・
紙画絵手紙・俳画・押花・押絵・書道・陶芸・彫刻・クラ
フト・プリザードフラワー・パッチワーク・竹細工な
ど （※額装紐つき）
※簡単に展示できるものは原則として何でも可

出品手数料　１点1,000円（ただし、絵手紙等小物類は別途出品
料を設定）

出品対象者　誰でも希望者は出品可（※ただし、予定作品点数に
達した時点で申込みは締切り）

締め切り　11月20日(日）
搬 入 日　12月15日(木）

一般受付〈午前９時30分～10時30分〉
於：八尾市文化会館３Ｆ受付
団体受付〈午前10時30分～11時〉

搬 出 日　12月18日（日）
〈午後４時閉会後、各自搬出〉

そ の 他　不慮の災害による出品作品の損失はその責任を負
いません
●お申し込みおよびお問い合わせは
ＮＰＯ法人河内四国県人会連絡事務所
〒581-0037八尾市太田３丁目217-11
TEL・FAX　072－949－0117
携帯090－7887－5399（大澤）

八
尾
市
文
化
賞
に
俳
優
の
青
木
崇
高
氏

　

青
木
氏
は
昭
和
55
年
生
ま
れ
で
、
大
阪
府
立
八
尾

高
等
学
校
を
卒
業
。現
在
、ス
タ
ー
ダ
ス
ト
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
所
属
し
、
俳
優
と
し
て
精
力
的
に
活
動
中

で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ち
り
と
て
ち
ん
」で
、

ヒ
ロ
イ
ン
の
相
手
役
を
好
演
し
、
注
目
を
集
め
る
。

　

そ
の
後
も
、大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」、「
平
清
盛
」、

映
画
「
一
命
」、「
る
ろ
う
に
剣
心
」、「
Ｓ-

最
後
の

警
官
」、「
日
本
で
一
番
悪
い
奴
ら
」、
ド
ラ
マ 

「
Ｂ

Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」、「
石
の
繭
」、「
ち
か
え
も
ん
」、「
水

晶
の
鼓
動
」、「
地
味
に
ス
ゴ
イ
！
」
等
さ
ま
ざ
ま
な

ド
ラ
マ
、映
画
の
話
題
作
に
お
い
て
好
演
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
に
は
「
お
お
さ
か
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
３
」
に
お
い
て
、
映
画
「
黄
金
を
抱
い

て
翔
べ
」、「
る
ろ
う
に
剣
心
」
で
助
演
男
優
賞
を
受

賞
し
、
本
年
度
主
演
映
画
「
雨
に
ゆ
れ
る
女
」（
11

月
19
日
公
開
）
は
、
第
29
回
東
京
国
際
映
画
祭
「
ア

ジ
ア
の
未
来
部
門
」
に
選
出
、
さ
ら
に
、
映
画
「
雪

女
」（
平
成
29
年
公
開
）
も
同
映
画
祭
「
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
部
門
」
に
選
出
さ
れ
た
。
近
年
で
は
舞
台
に

も
活
動
の
幅
を
広
げ
、
平
成
29
年
に
は
劇
団
☆
新
感

線
「
髑
髏
城
の
七
人
」
へ
の
出
演
を
控
え
る
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
か
ら
は
本
市
の
魅
力
大
使
に
就

任
し
、
八
尾
と
の
ゆ
か
り
を
発
信
す
る
等
、
八
尾
市

の
魅
力
発
信
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

青
木
氏
は
、多
く
の
話
題
作
に
出
演
す
る
な
か
で
、

多
方
面
で
活
躍
し
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の
人
気
を

博
し
て
い
る
。
仕
事
の
都
合
で
式
典
に
は
欠
席
し
た

が
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
喜
び
と
お
礼
の
言
葉
を

寄
せ
た
。

　

芸
能
文
化
の
発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
こ
れ
ま
で

の
氏
の
活
躍
は
、
八
尾
市
民
に
と
っ
て
大
い
に
誇
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
受
賞
は
、芸
術
文
化
の
発
展
・
振
興
に
貢
献

し
て
き
た
氏
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
た
も
の
。

　
ま
た
、
芸
術
、
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど

広
義
の
文
化
活
動
に
お
い
て
、
最
近
の
活
動
実

績
が
顕
著
で
、
今
後
も
当
該
分
野
に
お
け
る
更

な
る
活
躍
が
期
待
で
き
る
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰
す
る
八
尾
市
文
化
新
人
賞
に
は
、
の
こ
ぎ

り
奏
者
の
安あ
ん

藤ど
う

玲れ
い
子こ

氏
と
講
談
師
の
旭き
ょ
く

堂ど
う
小こ

二ふ

三み

氏
が
選
ば
れ
た
。

　

安
藤
氏
は
八
尾
市
在
住
で
、
音
楽
家
で
あ
る
両
親

の
影
響
を
受
け
て
育
ち
、
現
在
は
の
こ
ぎ
り
奏
者
Ａ

ｎ
ｄ
ｒ
ｅ
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。
氏
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
・
ソ
ウ
を
用
い
て
演
奏
す
る
の
こ
ぎ
り
音
楽

を
、
平
成
14
年
よ
り
の
こ
ぎ
り
演
奏
の
第
一
人
者
で

平成28年八尾市文化の日表彰式典
あ
る
サ
キ
タ
ハ
ヂ
メ
師
に
師
事
。

　

平
成
21
年
に
は
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
で

の
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ソ
ウ
コ
ン
テ
ス
ト
で
３
位

入
賞
。
ホ
ー
ル
、
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
教
会
等

で
の
ソ
ロ
活
動
を
始
め
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、語
り
や
現

代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
と
の
共
演
も
行
っ
て
い
る
。
八

尾
市
に
お
い
て
は
、
八
尾
市
芸
術
文
化
振
興
プ
ラ
ン

推
進
市
民
会
議
委
員
を
務
め
て
お
り
、
昨
今
は
、「
近

畿
大
学
文
芸
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
に
て
テ
ル
ミ
ン

奏
者
で
実
弟
で
も
あ
る
安
藤
亮
氏
と
美
し
い
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
披
露
す
る
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

旭
堂
氏
は
、
八
尾
市
出
身
で
、
会
社
員
、
女
優
を

経
て
平
成
13
年
に
現
４
代
目
旭
堂
南
陵
と
な
る
旭
堂

小
南
陵
に
入
門
し
、
講
談
師
と
な
っ
た
。

　

天
満
天
神
繁
昌
亭
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
る
ハ
ル
カ
ス
寄
席
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
寄
席
に

多
数
出
演
。

　

講
談
師
と
し
て
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
講
談
＆
講

演
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
講
師
、
学
校
講
師
、
文
化
教
室
、

イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演
す
る
な
ど
文
化
人
と
し
て
も
幅

広
く
活
動
し
て
い
る
。

　
「
旭
堂
小
二
三
独
演
会
２
０
１
５
」
で
、
平
成
27

年
第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
を
受
賞
。

　

11
月
に
は
５
代
目
旭
堂
小
南
陵
を
襲
名
。
25
日
に

大
阪
・
国
立
文
楽
劇
場
で
襲
名
披
露
を
行
っ
た
。

　

小
南
陵
は
過
去
３
回
南
陵
の
名
を
継
い
だ
出
世
名

で
、
復
活
は
９
年
ぶ
り
で
あ
り
、
女
性
が
襲
名
す
る

の
は
史
上
初
と
な
る
。

　

八
尾
市
の
文
化
賞
は
昭
和
32
年
に
創
設
さ
れ
、
作

家
の
故
今
東
光
氏
を
は
じ
め
、書
家
の
故
榊
莫
山
氏
、

演
歌
歌
手
の
天
童
よ
し
み
氏
、
映
画
監
督
の
三
池
崇

史
氏
、
文
楽
人
形
遣
い
の
吉
田
玉
男
氏
な
ど
70
人
、

９
団
体
、
１
組
が
こ
れ
ま
で
に
受
賞
し
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、
青
木
氏
の
ほ
か
、
市
政
や
福
祉
、
文

化
、
教
育
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
市
長
表
彰
66
人
、

６
団
体
、
教
育
委
員
会
表
彰
19
人
、
11
団
体
の
計
85

人
、
17
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ

ギ
タ
ー
と
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
の
共
演
が

11
月
19
日
に
八
尾

市
文
化
会
館
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル
（
八
尾
市

光
町
２
）
で
開
か

れ
た
。
ギ
タ
リ
ス

ト
は
八
尾
市
文
化

新
人
賞
受
賞
者
の

筒
井
裕
之
さ
ん
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
は
金

沢
ジ
ャ
ズ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
優
勝

者
の
柳
原
由
佳
さ

ん
。
両
者
と
も

バ
ー
ク
リ
ー
音
楽

大
学
を
卒
業
後
、

各
地
で
活
躍
中
。

　

３
９
０
席
の
小

ホ
ー
ル
は
満
席
と

な
り
、
盛
り
上

が
っ
た
。

　

秋
の
叙
勲
受
章
者

【
旭
日
小
綬
章
】

大
澤
秀
史　

70　

元
八
尾

市
議

【
瑞
宝
双
光
章
】

西
野
治
子　

72　

保
護
司

松
葉　

裕　

72　

保
護
司

山
田
富
三　

85　

元
公
立

中
学
校
長

【
瑞
宝
単
光
章
】

阪
上
政
義　

65　

元
八
尾

市
消
防
団
副
団
長

森
山
幸
子　

72　

元
工
業

統
計
調
査
員

　

ま
た
秋
の
褒
章
も
発
令

さ
れ
、
八
尾
市
で
は
２
人

が
受
賞
し
た
。

　

秋
の
褒
章
受
章
者

【
藍
綬
褒
章
】

京
谷
須
美
子　

73　

保
護

司福
中
栄
子　

77　

保
護
司

�

（
敬
称
略
）

　

文
学
や
芸
術
、
芸
能
、
学
術
な
ど
市
民
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
市
民
を
表
彰
す
る
平
成
28
年
八
尾
市
文

化
賞
に
、
八
尾
市
出
身
で
俳
優
の
青あ
お
木き

崇む
ね

高た
か
氏
（
36
）
が
選
ば
れ
た
。
11
月
３
日
、
八
尾
市
文
化
会
館
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
に
て
「
文
化
の
日
の
表
彰
式
典
」
で
表
彰
さ
れ
た
。

第
18
回「
河
内
作
品
展
」作
品
募
集

しなやかにギターを奏でる
筒井裕之さん

華やかにピアノを弾く
柳原由佳さん

　

秋
の
叙
勲
が
11
月
３
日
発
令
さ
れ
、
元
八
尾
市

議
会
議
長
の
大
澤
秀
史
氏
に
旭
日
小
綬
章
が
授
与

さ
れ
た
。

　

八
尾
市
内
の
受
章
者
は
大
澤
氏
を
含
め
６
人
。

第63回八尾市文化芸術芸能祭
2016

かわいいダンスで会場を盛り上げる子どもたち

八尾市文化賞に輝いた青木崇高氏
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